
（2）煙上昇モデル

煙突から排出される煙は，それ自身のもつ浮力と吐出速度で与えられる運動量との作用

により上昇する。この時の煙の上昇分に実煙突高を加えたものが有効煙突高である。設定

した煙上昇式及び有効煙突高は義一26のとおりである0

表－25　煙上昇式及び有効煙突高

煙　突　種　類 刮件繽ｸ式又は有効煙突高（肌） 

工場・事業場 �5���ﾋ��M。SeS・Carson，Concawe及びBriggs式 

面　源 們�佶<ｸﾘ(,�.h.��Vﾘ�33Vﾘ�3S�ﾘ,ﾃ8ｾiZ｢�

民　　生（家　　庭） 剪噤@律　に　5・仇 

船　　　　　　　　　舶 刪黶@律　に10　m 

自　　動　　車 冤ｨ��ﾋ��一　律　に　1　m 

線　源 �ｨ��z���,����ﾒ�

表－26　Ⅱ○占eS　＆　CaTSOn式の係数

大　気　安　定　度 �8��ﾂ�C　　2 

安　　　　　　　定 綿�����ﾃ��S�B�0．14　5 

中　　　　　　　　立 �����������C3R�ﾂ�0．171 

不　　　安　　　定 �8�CH��r�0．3　3 

イ　Moses Ca rsop式

有風かつ排出熱量2×106　cal／S以上の時に用いたo

He＝（Cl・Ⅴ・D＋C2QH抜）U＋Ho（4．3．1）

H e；有効煙突高（肌）

Cl，C2；昼夜区分による係数

Ⅴ　；吐出速度（仇／S）

D　；煙突口径（肌）

QH；排出熱量（cal／S）

U　；風　速（爪／S）

H o；実煙突高く仇）

－50－

ロ　CONCAWE式

有風かつ排出熱量2×

H e＝0．175Q

ハ　B rl g g S式

静穏時　He＝1．4（

dβ／d z；潟

表－27

（3）拡散モデル

1）拡　散　計　算式

イ　点　煙　源

0　有　風　時

C（ガ，Z）＝－－

厄言．J

C（方，Z）；風下

Z　；リセ

U　；風

¢　z

H e

Q

0　無　風　時

C（∬，カ＝
Q

（2打）的


